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1　は　じ　め　に

桑栽培において，晩霜害の回避は，春蚕用桑を安定的に

供給する上で重要な課題である。ちなみに，山形県の春蚕

の減収要因として晩霜害によるものが過去5か年間の第一

位となっており，繭生産量を確保するための大きなネック

となっている。

桑においては，晩霜害を予防ないし回避する技術として

重油や古タイヤ利用による燃焼法や散水氷結法が普及に移

されているが，桑園立地や労力．経費等の制約から実行に

移される場合が少ない。

そこで，著者は，省力的に実施できる晩霜害の回避法と

して．福らl）がカンキツやリンゴ等の凍害軽減に用いたリ

ン酸緩衝液に着目し，桑樹へのリン酸緩衝液の彙面散布に

ついて検討した。その結果，桑の新芽にリン酸緩衝液を散

布すると，凍害の程度が軽くなるなど，凍霜害軽減に有効

と思われる結果を得たので報告する。

2　試　験　方　法

（1）リン酸緩衝液の組成

M／15KH2PO．とM／15Na211PO．の2：1混合

液。PH6．5。

（21供試乗樹

桑品種は剣持（一部改良鼠速を供試）を用い，桑苗をl

ポットに5本ずつ植付けて供試した。

（3）実験1

燕口期にある剣持ポット4個を供試し－　うち2個に上記

のリン酸緩衝液（以下．緩衝液と略記）を散布して，習

臼，緩衝液を散布したポットと無散布のポットを2個一組

とし，－2℃と一4℃の人工気象室内で50分間処理した。

なお，人工気象室内の送風の影響を防ぐため，ポットを桑

甫ごとビニール袋で被覆した。処理温度は糞面にサーミス

タ温度計の感温部をセロハンテープで固定し測定した。

低温処理後．自然条件でポットを14日間放置し，北補㌣

の凍霜害被害程度判定基準により，桑の新芽の凍害状況を

観察した。

（4）実験2

剣持ポット4個（対照区及びA～C区）．改良鼠返ポッ

ト（D区）を供試し，緩衝液の散布時期及び回数の異なる

以下の区を設定した。対照区：緩衝液は無散布。A区：燕

□～第1開農期（5月2日）に緩衝液をl垣日放布。B区：

第1－2開垂期（5月6日）に綬衝液を1回散布。C区：

脱色～燕H期（5月2口）と第1－2開葉期（5月6口）

の2回緩衝液を期布。l〕区：燕U～第1開葉期（5月2

日）と第1開柴期（5月6日）の2回緩衝液を散布。

これらのポット植桑宙が，凍霜害に弱いとされる第3開

葉前後になった臼（5月11日）に低温処理を実施した。低

温処理は，一一2℃100分間とし，桑荷には．処理直前に水

を一様に噴霧し．実験1と同様の方法によりビニール被覆

と温度測定を行った。

低温処理後5日目と14日臼に実験1と同様に新芽の凍雷

状況を観察した。

（5）実験3

剣持の中刈桑樹新柄に．緩衝液を5月7円（第2－3開

盛期）と5月11日（第4－5開薫期）に葉面散布した。5

月11日の緩衝液散布前に第5開菓郡までの柴身を40枚採取

後冷凍し，融解時に黄身を圧搾し糞汁のBrix度を測定し

た。また．5月16日に新椚を20本採取し，糞身とその他の

部分（葉柄．新柄の未開東部を含む葛）に分けて水分率を

測定した。

3　試験結果及び考察

川　実験1

－20C及び－4℃の低温処理における桑の新芽の凍害状

況を表lに示した。この結果では，緩衝液散布の有鮒こよ

る凍害の発現に差は認められず．緩衝液散布による凍害軽

減効果は明らかでなかった。これは，緩衝液散布から低温

処理までの期間が短い（1日弱）ことや，低温処理の程度

によるものと考えられ，緩衝液散布後日数の検討や低温処

理法の検討の必要性が示唆された。

（2）実験2

そこで，緩衝液散布から低温処理までの日数を5～9日

とし，2回散布区も設け，低温処理は－2℃のみとしたが

堵触時間を実験1の2倍とした。また，桑苗には．水の噴
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表1低温処理温度と桑（剣持）の凍害
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i■l三．被書程度判定基準

無被害芽：書徴のまったくない新芽し，

軽披書芽：繁の1郡が侵され牛長点が健全な新芽。

中被害芽二葉の大部分か侵され生長点が健全な新井。

市波rJ膵：葉および生長点が枯死し，新技のl部が生き残った

新芽。

情死芽：訊枝基部まで枯死した新芽。

蓑2　リン酸緩衝液散布による凍害の軽減
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7　上し＿＿竺＿十号1
i：も．占7】種は剣持（D区のみ改良鼠返）．数柚は低温処理14日後の淵

査結黒である。

霧により，自然の降霜時の桑柴表面に模することにした。

その結果は表2に示した。対照区の被害芽率と比較して

緩衝液を散布した八一D区は，いずれも被害芽率が低く，

また，被害程度も軽くなる傾向がうかがえた。

この凍害軽減効果は，散布時期でみると発芽の段階が進

んだ時点での散布である矧区が大きく，散布回数でみると

日司のA区，R区より2回のC区，D区にその効果が人き

かった。占占梓では，剣持と改良鼠速の差はないものと思わ

れた。

以上のように．横衝液の散布による桑樹の凍害軽減効果

が認められたが，効果の発現には，散布後にある程度の期

間が必要なことと，十分な軽減効果を得るためには1回散

布では不十分と思われた。

（3）実験3

一般に耐凍性は，細胞の水分が多くなるほど，また糖含

量が少なくなるほど低下するといわれている。緩衝液を散

布すると．桑樹の新芽の凍害が軽減されるという現象が，

新芽の水分や糖含量から反映しているものか否かを調べる

ため－水分率とBrix度を測定した。水分率は，緩衝液を

散布した葉身が77．2％，その他の部分が86．9％で，無散布

のものと比較してそれぞれ0．5％微減し，Brix度は緩衝

液を散布した彙身が10．4％で，無散布より0．8％の微増で

あった。新芽は緩衝液の散布により水分率の減少傾向と

Brix度の増加傾向を示した。

このことから，緩衝液を散布すると新芽の耐凍性に変化

が生じ，表2のような被害状況の区間差が表われたものと

考えられた。

4　ま　　と　　め

桑樹の発芽初期の新芽に対する緩衝液の散布により，凍

繋が軽減されることを認めた。この作用は，新芽の水分や

糖含量の変化による耐雄性の付与と推察された。

なお，実験2における緩衝液散布後の5月4日，5日，

8日にそれぞれ7mm，8mm，2mmの降雨を記録した。緩衝

液を散布した2～3円後に降雨があっても，散布効果は期

待できるものと思われる。
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